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▶時が過ぎるのは早いもので2年ごとの診療報酬
改定の年を迎えました。看護管理者の皆さまに今
回の改定に対する感想を伺うと「患者中心の医
療に向けて，病院の真の実力が問われた改定」
「施設基準ではなく，医療者が提供する医療・ケ
アの質に対して評価がなされた改定」との声を多
く伺いました。こうした声を耳にしまして，これからま
すます看護の重要性が増していくだろうとの思いを
強くしています。一方，看護師さんがどのようなこと
をしているのか，看護師さんが持つ力が，社会全
体にまだまだ伝わっていない気がしています。そこ
で，「看護の力を社会に広く伝えるために，専門雑
誌として何ができるのか」について近頃考えてい
ます。弊誌は専門家向けの媒体ですので，単独で
は社会や一般市民が看護を知る機会づくりに役
立てることは少ないと思うのですが，越境・コラボ
することで何かのお役に立てるでしょうか…。
 （小齋）

▶季節はもう夏ですね。すっかり暑くなり，毎年恒
例のボジョレー・ヌーボーのような「例年にない」
暑さというワードが聞こえてきそうです。しかし，暑く
なるに従っておいしくなるのが，冷たいビールです。
ビールと言えば，「フリューリングフェスト」と「オク
トーバーフェスト」というお祭りに毎年必ず行くように
しています。少々お高めですが，ドイツビールを中心
に世界の生ビールが飲めるイベント，そして何よりも
屋外で楽しめるのが醍醐味です。▶これだけ好き
ならば，せっかくなのでもっと知ろうと思い立ち勉強
を始めました。昨年はビール検定（通称びあけん）
に挑む覚悟を決めるも申し込みに不備があり受け
られず。今年は9月に開催されるので，昨年の自
分に対する悔しい思いを糧に，残りの期間で猛勉
強して挑むつもりです。もちろん合格のお祝いは
ビールです。 （宇津井）
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アカウントをお持ちの方は「看護管理」で検索し
ていただき，「いいね！」をお願いいたします。
http://www.facebook.com/kangokanri1991
◉twitter アカウントは，@kangokanri です。
合わせてフォローをお願いいたします。

facebookやってます！

特集

ミッション・マネジメント
共感と信頼でつながる価値共創型の組織づくり
患者・家族や，組織メンバーの価値観が多様化する中で，その多様な価値観を新しい看護ケ
アや看護マネジメントに活かすことが求められています。全ての看護師がいきいきと持てる力を発
揮して組織で働き続けるためには，患者や社会にどのような価値を提供したいと考えているか，
つまり「ミッション」とのつながりが鍵になります。組織メンバーである全ての個人が，ミッションを
軸に共感と信頼でつながり，価値を共に創り出せる組織となるための知識と実践を紹介します。

【座談会】ミッション・マネジメント
共感と信頼でつながる価値共創型の組織づくり◉池田真理／武村雪絵／中村和彦
看護管理者はビジョンをどのように組織に浸透させるのか◉磯部環
経営理念および看護部理念の浸透プロセス◉水野優子
【実践報告】ミッション・マネジメント
◉川﨑つま子／粟村真須美／前野かつ子／西岡三津代

巻頭

うちの師長会・主任会㉛　札幌東徳洲会病院

特別記事
超高齢少子社会に対応する看護実践能力を高める
日本看護協会による看護師のクリニカルラダー（日本看護協会版）
◉川本利恵子／渋谷美香／手島恵／門間典子／小川有貴／松原由季
【昭和大学の臨地実習への「臨床教員制度」の導入④】
臨床教員による成果報告と制度全体の振り返りから考える今後の期待
◉福地本晴美／市川幾恵
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